
 

1 

 

 

平成 30年度事業報告書 

(平成 30年 4月 1日から平成 31年 3月 31日まで) 

公益財団法人成羽町美術振興財団 

 

 ベテラン学芸員の転出後、1名減の要員体制で迎えた 30年度の幕開けとして、まず春の企画展

「児島虎次郎～ふるさとに愛されて」を開催しました。児島虎次郎没後 90年を翌年に控えたこの

年、岡山県下の企業や個人に秘蔵され一般にほとんど公開されたことの無い児島画伯の優品を一

堂に集め館蔵品とともにご覧いただきました。中でも大原家大阪別邸の一室を飾った大作≪奈良

公園≫を大原美術館から借用し、館所蔵の下絵と共に展示した内容は注目を集めました。開催中

にはギャラリートークや記念講演会を行い、児島画伯の幅広い活動と人柄への理解を深めていた

だきました。 

西日本豪雨後に開催した「追悼特別展 高倉健」は、美術館に足を運んだことの無い方々が多く

来館され、12,000人を超える入館者で賑わいました。トークイベントには、遠く県外からも多数

のファンが会場に詰め掛け、好評を博しました。 

秋の「画家 岸田劉生の軌跡」展では、劉生の油彩画から日本画、水彩画、装丁画など画業の全

貌を紹介する内容で、38歳で亡くなった画家の幅広い仕事に光を当てました。期間中には記念講

演会や人物画を描くワークショップなども開催しました。 

今年度特筆すべきは、当館所蔵の植物化石を活用した化石ワークショップを定期的に実施した

ことです。当館エデュケーターの指導の下、植物化石についてのトークやアンモナイトのレプリ

カづくりなどを開催、今後も愛好家をはじめ児童生徒への教育普及活動を活発に推進していきま

す。 

併せて岡山県立大学とのコラボグッズ開発も「NARIWA Flora プロジェクト」として定着し、

その他の大学との協力体制も深化してきています。 

美術館運営の収支面では年度の来館者数 25,746人、ショップ売上高 8,442千円と、ともに目標

をクリアし年間収入増につながりました。これには高倉健展が大きく寄与しています。反面、夏

の冷房経費増により光熱水費が 140万円強増額した（1割増）ため、今後の対策を検討してまい

ります。 

開館 25年を迎える美術館として、館内の諸施設・機器・什器の劣化が近年特に著しく進み、小

さな修繕を必要とする事態が度々であり、経費が圧迫されつつあることも報告しておきたいと思

います。 

 

＜定款に定める事業（第 4条関係）＞ 

（１）児島虎次郎画伯の遺作を始めとする絵画、美術品及び化石の収集・保存及び公開並び

にこれらに関する調査研究 

（２）美術等に関する催しの開催 

（３）美術等に関する情報収集、広報啓発活動、地域住民の美術文化活動の支援 

（４）高梁市成羽美術館の維持・管理・運営の受託 

（５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 
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定款第４条第１項第１号、第２号事業 

 １．展覧会事業 

  ①児島虎次郎～ふるさとに愛されて 

会 期 平成 30年 4月 28日(土)～7月 8日(日) 

会 場 高梁市成羽美術館 1・2階絵画展示室 

主 催 高梁市成羽美術館、山陽新聞社、TSCテレビせとうち 

内 容 児島虎次郎の遺作絵画の一部は、現在岡山の企業・団体・個人の所有となり、

大切に守られ今も人々に愛され続けている。本展覧会では、邸宅の壁画として

制作された総計約 15mの大作≪奈良公園≫や可憐な女性像など、これまで公開

機会の少なかった児島虎次郎作品を展観し、その作品世界を改めて紹介した。 

県内のさまざまな所蔵先から作品の借用及び展覧会の広報の協力を得られたこ

とで多くの入場者を迎えることができた。普段公開されることのない企業や個

人所蔵の作品が展観されたことも関心を集める要因となった。 

出品総数 59点 

観 覧 料 一般 800円、高校・大学生 500円、小・中学生 300円 

入 場 者 6,066名（会期中美術館利用者 6,468名）＊ 

（＊印の利用者は、所蔵品展など同時開催の他展の入場者と重複している。） 

 

  ②追悼特別展 高倉健 

   会 期 平成 30年 7月 27日(金)～9月 24日(月・祝) 

   会 場 高梁市成羽美術館 1・2階絵画展示室、オリエント展示室、 

多目的展示室 

   主 催 高梁市成羽美術館、毎日新聞社（共催：山陽新聞社、RSK 山陽放送） 

   内 容 貴重な映像と資料をもとに、高倉健の映画俳優としての仕事を回顧し、改めて

その業績を顕彰した。出演作 205本のすべてから抜粋した、高倉健の出演場面

映像の紹介に加え、高倉健が所蔵していた脚本や小道具、スチール写真、ポス

ターやプレスシートといった宣伝物などの資料類を展示した。 

初めて来館した方、県外から来館した方、会期中に複数回観覧に来たという方

が目立ち、高倉健が今なお多くの人々を惹きつける俳優であることが示された。 

本展は巡回展であるが、高倉健と岡山の関わりを紹介した当館独自のコーナー

を設けた点が好評だった。 

   出品総数 340点（内映像作品 205点、関連資料 135点） 

   観 覧 料 一般 1000円、高校・大学生 800円、小・中学生 500円 

   入 場 者 11,888名（利用者 12,120名）＊ 

※9月 2日(日)に入場者数 1万人達成セレモニーを挙行 
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  ③画家 岸田劉生の軌跡―油彩画、装丁画、水彩画などを中心に 

   会 期 平成 30年 10月 6日(土)～平成 31年 1月 14日(月・祝) 

   会 場 高梁市成羽美術館 1・2階絵画展示室、オリエント展示室 

   主 催 高梁市成羽美術館、山陽新聞社、RSK山陽放送 

   内 容 38年という短い生涯にもかかわらず、画家として極めて振幅の大きい道程をた

どった岸田劉生の、≪自画像≫≪麗子十六歳之像≫≪村娘之図≫といった油彩、

水彩の代表作に加え、娘 麗子が随所にちりばめられた装丁画や墨画、素描、版

画作品など約 160点により劉生芸術の全貌を紹介した。 

岸田劉生といえば「麗子像」が有名であるが、それにとどまらない多彩な作品

を鑑賞できる点が本展の見どころであった。近距離の美術館で同時期に同じ画

家の展覧会を行っていたことで来館者が分散したためか、予想来館者数 6,000

名を下回った。 

   出品総数 158点 

   観 覧 料 一般 1000円、高校・大学生 800円、小・中学生 500円 

   入 場 者 4,811名（利用者 5,322名）＊ 

 

  ④所蔵品選 

   児島虎次郎展示室（1・2階絵画展示室） 児島虎次郎の画業を紹介。作品の貸出状況等に

合わせて展示替えを実施。 

   1階絵画展示室 「郷土の画家たち」 

   オリエント展示室 「児島虎次郎エジプトコレクション」 

   化石展示室 「成羽の化石 植物化石を中心に」 

 

  ⑤高梁市成羽美術館特別陳列 川上景年優品選 

会  期 平成 30年 10月 6日(土)～10月 12日(金) 

会  場 高梁市成羽美術館 多目的展示室 

主  催 備中町書道文化交流推進協議会、高梁市教育委員会 

入 場 者 517名（利用者 544名）＊ 

 

２．児島画伯の画業顕彰事業 

  ①児島虎次郎を偲ぶ絵画展 

    市内 15 小学校、6 中学校から 1,207 点の出品があった。平成 30 年 12 月 16 日(日)に審

査を行い、展示作品 235点、うち各学年から 1点の児島賞と渡辺賞をそれぞれ 9点、佳作

59 点を選び、平成 31 年 2 月 5 日(火)に表彰式を挙行した。児島賞、渡辺賞受賞作品は当

館で保管し、受賞者には写真額（キャビネ版）に仕上げ贈った。 

    なお作品展示は平成 31年 1月 26日(土)から 2月 17日(日)まで多目的展示室において行

った。 

    関連行事 審査員による講評会 2月 5日(火) 講師 片山之男氏 

    入 場 者 673名（利用者 717名）＊ 
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 ３．調査研究事業 

  ①児島虎次郎画業・作品及び関係作家・展覧会の調査研究 

・児島作品及び関係作品展覧会視察、調査（5・10・1・3月） 

・岡山文庫『児島虎次郎と高梁市成羽美術館』発刊に向けた会議（12月・2月） 

・平成 31年度児島アトリエ再現展示打ち合わせ（12月） 

・児島虎次郎没後 90～100年に向けた企画に関して大原美術館との協議（2月） 

②児島収集所蔵品整理研究 

・古代オリエント博物館研究員によるエジプトコレクション状況確認・資料整理（3月） 

③所蔵化石の整理研究 

④次年度以降企画展に関する調査 

・平成 31年度篠田桃紅展調査、打ち合わせ（4・7・1月） 

・平成 31年度今森光彦展調査、打ち合わせ（8・11月） 

・平成 31年度小谷眞三展調査、打ち合わせ（7・9・1・2月） 

・平成 31年度画家とパレット展調査、打ち合わせ（4・12・1月） 

・平成 31年度加藤竜展調査、打ち合わせ（12・2月） 

・令和 2年以降企画展のための視察等（4・6・11・12・1月） 

 ⑤研究会、研修活動 

・全国美術館会議総会・学芸員研修会出席（5月 富山、3月 東京） 

・全国博物館長会議参加（7月 東京） 

・美術館連絡協議会総会出席（10月 東京） 

・岡山県博物館協議会総会・研修会参加（5・2月 岡山） 

・せとうち美術館ネットワーク講演会・サミット参加（11月 岡山） 

・学芸員照明研究会参加（12月 東京） 

 ⑥所蔵品貸出 

・児島虎次郎≪烏城≫≪登校≫ 

徳永仁臣≪瞑想≫≪パリーヂャンヌ≫ 

展覧会名 岡山県立美術館開館 30周年記念展 

県美コネクション つながる『ひと・もの・こと』 

貸出期間 平成 30年 4月 5日～7月 14日 

会 場 岡山県立美術館 

展覧会期 平成 30年 4月 20日～7月 1日 

・化石標本 9 点（トクサ 1 点、球果 2 点、ソテツ 1 点、ヤブレガサウラボシ 1 点、シ

ダ 1点、モノチス 2点） 

展覧会名 RECORD ～化石が語る山陰山陽三億年～ 

貸出期間 平成 30年 6月 20日～10月 10日 

会 場 島根県立三瓶自然館 

展覧会期 平成 30年 7月 14日～9月 30日 
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 ⑦児島虎次郎作品受贈 

・児島虎次郎≪花≫ 制作年不詳 水彩 内寸 19.5×56.5×2cm 外寸 44.0×68.0cm 

・児島虎次郎≪睡蓮≫ 1914(大正 3)年 水彩・紙本着色 内寸 24.0×53.0cm 

外寸 130.0×70.0cm 

              

４．美術等教育普及事業 

①児島展 オープニングギャラリートーク 

開催日 4月 28日(土) 11:00～11:20 

講 師 児島慎太郎氏（児島虎次郎曾孫／画家） 

参加者 約 60名 

②児島展 記念講演会「児島虎次郎の大作≪奈良公園≫を考える」 

開催日 5月 27日(日) 13:30～15:00 

   講 師 児島塊太郎氏（児島虎次郎孫／倉敷芸術科学大学副学長） 

   参加者 約 60名 

  ③児島展 ミュージアムコンサート 

開催日 6月 23日(土) ①15:30～16:00 ②18:30～19:30 

   演 奏 アンサンブル・ジャガー、吉田 秀氏（NHK交響楽団首席コントラバス奏者） 

   参加者 ①約 80名 ②61名 

④高倉展 「健さんを語る 岡山の仲間たち」 

開催日 9月 1日(土) 13:30～15:30 

登壇者 小西通雄氏（元東映映画監督）、柿内信吾氏（高倉健ポスターコレクター）、 

吉富真一氏（「映画の冒険」店主）、茅野布美恵氏（ロケ地巡りの経験を持つ

高倉健ファン） 

参加者 約 200名 

⑤岸田展 記念講演会「岸田劉生の日本画について」 

開催日 平成 30年 10月 28日(日) 13:30～15:00 

講 師 谷藤史彦氏（ふくやま美術館相談員 前副館長） 

参加者 34名 

  ⑥岸田展 ミュージアムコンサート 

開催日 平成 30年 11月 25日(日) ①11:00～ ②14:00～（各回 30分程度） 

演 奏 脇本恵子氏（歌）、小野エリコ氏（ファゴット）、上森佳枝氏（ピアノ） 

参加者 ①約 60名 ②約 35名 

  ⑦岸田展 ワークショップ 

「和装の人物を描く 鉛筆・パステルを使って岸田劉生に挑戦！？」 

開催日 平成 30年 12月 1日(土) 13:00～16:00 

講 師 寺尾佳子氏（画家） 

参加者 12名 
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  ⑧学芸員による化石ワークショップ 

㋐「見てみよう！触ってみよう！実物化石」 

開催日 平成 30年 8月 15日(水)・19日(日)・26日(日) 10:30～12:00、13:00～15:30 

           9月 9日(日)・17日(月) 10:30～12:00、13:30～16:00 

㋑「アンモナイトのレプリカづくり」 

開催日 平成 30年 11月 18日(日)・11月 23日(金)・12月 9日(日)・ 

1月 26日(土) 10:30～11:30 

3月 24日(日) 13:30～14:30 

参加者 計 37名 

㋒「恐竜の絵を『科学的』に描こう！」 

開催日 平成 30年 12月 23日(日) 10:30～12:00 

参加者 7名 

㋓「恐竜クリーニング超ミニ体験」 

開催日 平成 31年 1月 27日(日) 10:30～12:00 

参加者 5名 

㋔「成羽の植物化石をよく見よう！よく知ろう！レクチャー＆展示解説」 

開催日 平成 31年 2月 10日(日) 10:30～11:30 

参加者 3名 

㋕「化石クイズチャレンジ！！君は何問とけるかな？」 

開催日 平成 31年 3月 31日(日) 13:30～14:30 

参加者 2名 

 

⑨古代オリエント博物館コラボレーションワークショップ 

   「～シャブティと古代エジプトの色のひみつ～ オリジナルシャブティをつくろう！」

開催日 平成 31年 3月 9日(土) ①10:00～12:00 ②13:30～15:30 

講 師 古代オリエント博物館 田澤恵子氏、髙見 妙氏 

参加者 ①14名 ②13名 

 

⑩地域の学校教育への協力 

・企画展見学         落合小学校   78名、引率 7名 5月 11日 

・出前授業（児島虎次郎学習） 成羽小学校            10月 24日 

  ・職場体験学習受け入れ    成羽中学校 1名             11月 13～15日 

・化石見学          福地小学校   4名、引率 1名  11月 21日 

・企画展見学         高梁東中学校  10名、引率 2名 12月 14日 

・化石見学（高梁公民館行事） 市内小学生   6名、引率 2名  2月 16日 

・児島虎次郎絵画見学     宇治高校    13名、引率 7名 2月 20日 
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⑪岡山県立大学とのオリジナルグッズ開発連携事業「NARIWA Floraプロジェクト」 

成羽の化石についてのレクチャー、デザイン面のみならず学術的な視点も含めた審査

を経て、当館ミュージアムショップで実際に販売するオリジナルグッズを製作。30年

度は成羽の植物化石をモチーフにした Tシャツ、ポストカード、バッグ、カレンダー、

巾着、手ぬぐい、ハンカチ、しおり、クッションカバー、ポーチが完成し、販売を行

った。 

㋐ミュージアムグッズ発売記念イベント 

開催日 平成 30年 8月 4日(土) 13:00～13:40 

発表者 岡山県立大学デザイン学部生 6名 

参加者 約 20名 

  ⑫青少年のための科学の祭典 2018 倉敷大会（11 月 10・11 日ライフパーク倉敷にて開

催）へのブース出展（「体験！発見！恐竜時代の化石たち」） 

 

定款第４条第１項第３号事業 

１．グループ活動作品展（場所 多目的展示室） 

①なりわ工芸品同好会作品展 

会 期 平成 30年 5月 9日(水)～5月 20日(日) 

出品点数 約 120点（9名） 

入 場 者 777名（会期中美術館利用者 904名）＊ 

 ②水墨南画教室作品展 

会 期 平成 30年 5月 30日(水)～6月 10日(日) 

出品点数 約 61点（18名） 

入 場 者 994名（利用者 1,149名）＊ 

③絵画グループ「ブロッサム」作品展 

会 期 平成 30年 11月 7日(水)～11月 18日(日) 

出品点数 49点（13名） 

入 場 者 542名（利用者 748名）＊ 

④吹屋ベンガラ焼「炎の会」作陶展 

会 期 平成 31年 3月 13日(水)～3月 24日(日) 

出品点数 約 200点（20名以上〈宇治高校、かわかみ療護園含む〉） 

入 場 者 257名（利用者 299名）＊ 

２．情報収集活動 

・他館展示視察、イベント参加による情報収集、調査（10・12・1・3月） 

３．広報啓発活動 

 ①機関紙の発行 「高梁市成羽美術館だより」35号 1,000部発行し関係機関に配布 

 ②各特別展、企画展ごとにポスター、チラシ配布 

 ③ホームページや SNSによる情報発信（平成 30年 4月 1日～新ホームページ公開） 

 ④テレビ・ラジオでの放送、新聞連載、市広報誌や雑誌への記事原稿提供 

 ⑤建築の見どころパンフレットの製作、関係各所への配布開始 
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定款第４条第１項第４号事業 

１．施設管理事業 

 ①空調機部品交換工事（高梁市実施事業） 

 ②施設・設備修繕計画に向けて高梁市との打合せ、調査（空調、照明等） 

 ③空調機、昇降機、自動扉、浄化槽、消防設備、電気関係定期点検 

 ④「成羽美術館の環境を守る会」活動 

  ・平成 30年 6月 13日(水) 総会 参加者 18名 

  ・平成 30年 7月 14日(土)  植栽剪定、雑草除去 参加者約 30名 

  ・平成 30年 9月 15日(土) 植栽剪定、雑草除去  参加者約 35名 

 

定款第４条第１項第５号事業 

１．ショップ・喫茶運営 

 当館所蔵品図録、オリジナルグッズ販売の他、特別展・企画展会期中には展示作品の関連グ

ッズや関係書籍を仕入れ販売した。喫茶では利用者状況に合わせ、ドリンク・軽食メニューを

提供した。 
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事業報告の附属明細書 

 

１．役員等に関する事項                    平成 31年 3月 31日現在 

役職名 氏 名 就任年月日 備  考 

理事長 児嶋塊太郎 平成 30年 6月 10日 陶芸家、倉敷芸術科学大学副学長 

副理事長 渡邉酵造 平成 30年 6月 10日 学識経験者 

常務理事 澤原一志 平成 30年 6月 10日 学識経験者 

理事 大原謙一郎 平成 30年 6月 10日 (公財)大原美術館名誉館長 

理事 谷一 尚 平成 30年 6月 10日 (一財)林原美術館館長 

理事 柳井 新 平成 30年 6月 10日 学識経験者 

理事 伊藤謙介 平成 30年 6月 10日 京セラ(株)元代表取締役会長 

監事 森下修三 平成 30年 6月 10日 洋画家、元中学校長 

監事 渡邉俊雄 平成 30年 6月 10日 元備北商工会事務局長、元成羽病院事務長 

評議員 下西敬之 平成 28年 5月 22日 高梁市文化連盟会長 

評議員 大原秀行 平成 28年 5月 22日 絵画修復家、吉備国際大学副学長 

評議員 森山知己 平成 28年 5月 22日 日本画家 

評議員 石井 保 平成 28年 5月 24日 元高梁市教育委員会教育長 

評議員 藤岡 孝 平成 28年 5月 27日 高梁商工会議所会頭 

評議員 三宅亮三 平成 28年 5月 31日 学識経験者 

評議員 平松正寛 平成 30年 3月 25日 学識経験者 

 

２．職員に関する事項                     平成 31年 3月 31日現在 

職 名 氏 名 採用年月日 事務分掌 備  考 

常務理事 澤原一志 平成 15年 5月 31日 総括・渉外 館長 

学芸員 吉尾梨加 平成 28年 4月 1日 学芸係  

主事 平松朋子 平成 23年 4月 1日 庶務係  

主事 秋田美鈴 平成 29年 4月 1日 庶務係  

臨時職員 流田陽子 平成 19年 4月 1日 販売担当  
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３．役員会などに関する事項（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

（１）理事会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

平成 30年 5月 20日 第 1 号議題 平成 29 年度事業報告・計算書類の承認

について 

第 2号議題 評議員会に提案する理事・監事の候補者

について 

第 3号議題 平成 30年度第 1回評議員会の招集に 

ついて 

原案承認 

平成 30年 6月 10日 第 1 号議題 代表理事（理事長）、副理事長及び業務

執行理事（常務理事）の選定 
原案承認 

平成 31年 2月 23日 

（書面による） 

第 1号議題 平成 30年度第 2回評議員会の招集の 

決定 
原案承認 

平成 31年 3月 17日 第 1号議題 平成 30年度収支補正予算の決議 

第 2号議題 平成 31年度事業計画、収支予算の決議 

第 3 号議題 平成 31 年度高梁市成羽美術館管理運営

年度協定書について 

第 4 号議題 児島虎次郎没後 90 年～100 年に向けて

の運営について 

原案承認 

（２）評議員会 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

平成 30年 6月 10日 第 1 号議題 平成 29 年度事業報告書、貸借対照表、

正味財産増減計算書及び財産目録の 

承認について 

第 2号議題 理事・監事の選任について 

原案承認 

平成 31年 3月 17日 第 1号議題 平成 30年度収支補正予算の承認に 

ついて 

第 2 号議題 平成 31 年度事業計画、収支予算の承認

について 

第 3 号議題 平成 31 年度高梁市成羽美術館管理運営

年度協定書について 

第 4 号議題 児島虎次郎没後 90 年～100 年に向けて

の運営について 

原案承認 

 

４．主務官庁等の認定・許可・認可及び承認に関する事項 

（１）申請報告書等に関する事項 

提出年月日 事     項 提出先 

平成 30年 5月 18日 評議員の選任、常務理事の報酬の支給の基準の変更 岡山県知事 

平成 30年 6月 28日 平成 29年度事業報告書 岡山県知事 

平成 31年 3月 29日 平成 31年度事業計画書 岡山県知事 

（２）許可・認可及び承認に関する事項 

認定・許可・認可及び承認年月日 事    項 備  考 

 なし  
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５．入館者数、収入等（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

月 入館者数（人） 入館料（円） 開館日数（日） 総利用者数（人） 

４月 765 379,620 22 823 

５月 2,564 1,453,720 26 2,753 

６月 2,442 1,231,200 26 2,634 

７月 988 583,060 9 1,025 

８月 4,811 3,843,120 27 4,931 

９月 6,631 4,727,900 21 6,725 

１０月 1,371 907,000 22 1,488 

１１月 1,400 889,460 26 1,696 

１２月 905 576,600 23 976 

１月 1,232 645,120 18 1,358 

２月 375 88,300 24 748 

３月 408 142,440 27 589 

計 23,892 15,467,540 271 25,746 

 

月 ショップ売上（円） 喫茶売上（円） 
展示室等使用料

（円） 

美術資料等利用料

（円） 

イベント参加料

（円） 

４月 109,954 64,750 0 0 0 

５月 471,323 190,850 1,500 0 0 

６月 475,383 167,150 0 0 17,000 

７月 531,484 58,900 0 0 0 

８月 2,368,098 223,150 0 0 0 

９月 3,150,086 266,450 0 0 0 

１０月 337,768 86,050 0 0 0 

１１月 346,823 116,300 0 0 3,000 

１２月 207,548 45,450 0 0 8,100 

１月 293,185 64,250 0 0 3,100 

２月 61,601 28,700 0 0 1,400 

３月 89,192 38,050 0 0 1,200 

計 8,442,445 1,350,050 1,500 0 33,800 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ  一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　(１) 経常収益

　　　　基本財産運用益

85,00024,014 △60,986　　　　　基本財産受取利息

　　　　事業収益

21,710,32015,467,540 △6,242,780　　　　　入館料収入

15,568,1028,442,445 △7,125,657　　　　　ショップ売上収入

1,569,8001,350,050 △219,750　　　　　喫茶売上収入

6,8001,500 △5,300　　　　　利用料収入

8,50033,800 25,300　　　　　イベント参加料収入

　　　　受取委託料

29,000,00047,500,000 18,500,000　　　　　高梁市指定管理委託料

1,967,7600 △1,967,760　　　　　高梁市イベント委託料

　　　　受取補助金等

12,933,0000 △12,933,000　　　　　高梁市事業補助金

　　　　受取寄付金

1,813,90158,455 △1,755,446　　　　　受取寄付金振替額

　　　　雑収益

396339 △57　　　　　受取利息

20,00013,190 △6,810　　　　　雑収入

84,683,57972,891,333 △11,792,246　　　　経常収益計

　(２) 経常費用

　　　　事業費

2,451,6543,672,000 1,220,346　　　　　役員報酬

9,419,42710,034,802 615,375　　　　　給料手当

7,958,5828,173,397 214,815　　　　　臨時雇用賃金

300,000608,000 308,000　　　　　退職給付費用

1,666,0851,901,720 235,635　　　　　福利厚生費

101,121105,794 4,673　　　　　会議費

57,80440,653 △17,151　　　　　交際費

1,487,226715,410 △771,816　　　　　旅費交通費

471,739694,455 222,716　　　　　通信運搬費

83,378178,039 94,661　　　　　消耗什器備品費

2,218,9221,555,836 △663,086　　　　　消耗品費

367,872948,245 580,373　　　　　修繕費

2,937,099831,890 △2,105,209　　　　　印刷製本費

10,728,04111,920,481 1,192,440　　　　　光熱水料費

1,1120 △1,112　　　　　燃料費

341,120509,976 168,856　　　　　賃借料及び使用料

1,706,2001,900,800 194,600　　　　　租税公課

170,66393,093 △77,570　　　　　諸謝金

46,75041,500 △5,250　　　　　支払負担金

22,444,67217,771,544 △4,673,128　　　　　委託費

3,726,0001,404,000 △2,322,000　　　　　広告宣伝費

13,255,4726,775,439 △6,480,033　　　　　仕入費

　　　　管理費

272,406408,000 135,594　　　　　役員報酬

1,009,7491,114,978 105,229　　　　　給料手当

13,98036,354 22,374　　　　　臨時雇用賃金

75,000152,000 77,000　　　　　退職給付費用

248,955284,165 35,210　　　　　福利厚生費

74,07742,984 △31,093　　　　　会議費

正 味 財 産 増 減 計 算 書

法人全体 公益財団法人　成羽町美術振興財団

平成30年 4月 1日 から 平成31年 3月31日 まで

科　　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

（単位：円）



57,80340,653 △17,150　　　　　交際費

20,2635,416 △14,847　　　　　旅費交通費

6,8308,720 1,890　　　　　通信運搬費

2,5793,555 976　　　　　消耗什器備品費

8,28012,069 3,789　　　　　消耗品費

19,36249,907 30,545　　　　　修繕費

4,09913,469 9,370　　　　　印刷製本費

129,223367,328 238,105　　　　　光熱水料費

8,67811,110 2,432　　　　　賃借料及び使用料

76,40072,600 △3,800　　　　　租税公課

46,75041,500 △5,250　　　　　支払負担金

164,768154,611 △10,157　　　　　委託費

84,180,14172,696,493 △11,483,648　　　　経常費用計

503,438194,840 △308,598　　　　当期経常増減額

　２．経常外増減の部

　(１) 経常外収益

00 0　　　　経常外収益計

　(２) 経常外費用

00 0　　　　経常外費用計

00 0　　　　当期経常外増減額

503,438194,840 △308,598　　　　当期一般正味財産増減額

101,209,980101,713,418 503,438　　　　一般正味財産期首残高

101,713,418101,908,258 194,840　　　　一般正味財産期末残高

Ⅱ  指定正味財産増減の部

　　　　受取寄付金

1,006,0001,500,000 494,000　　　　　受取寄付金

　　　　特定資産運用益

5152 1　　　　　特定資産受取利息

　　　　一般正味財産への振替額

△1,813,901△58,455 1,755,446　　　　　一般正味財産への振替額

△807,8501,441,597 2,249,447　　　　当期指定正味財産増減額

5,262,1434,454,293 △807,850　　　　指定正味財産期首残高

4,454,2935,895,890 1,441,597　　　　指定正味財産期末残高

106,167,711107,804,148 1,636,437Ⅲ  正味財産期末残高

正 味 財 産 増 減 計 算 書

法人全体 公益財団法人　成羽町美術振興財団

平成30年 4月 1日 から 平成31年 3月31日 まで

科　　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

（単位：円）



(単位：円)

画業顕彰 展示事業 美術普及 調査研究 啓発事業 共通 計
Ⅰ一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

（１）経常収益
①基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 24,014 24,014

基本財産受取利息 0 24,014 24,014
②事業収益 0 15,137,400 10,800 0 0 354,640 15,502,840 9,792,495 0 25,295,335

入館料収入 15,114,400 353,140 15,467,540 15,467,540
ショップ売上収入 0 8,442,445 8,442,445
喫茶売上収入 0 1,350,050 1,350,050
利用料収入 1,500 1,500 1,500
イベント参加料収入 23,000 10,800 33,800 33,800

③受取委託料 0 0 0 0 0 42,933,968 42,933,968 1,770,627 2,795,405 47,500,000
高梁市指定管理委託料 42,933,968 42,933,968 1,770,627 2,795,405 47,500,000

④受取寄付金 58,455 0 0 0 0 0 58,455 0 0 58,455
受取寄付金等振替額 58,455 58,455 58,455

⑤雑収益 0 0 13,190 0 0 339 13,529 0 0 13,529
受取利息 339 339 339
雑収入 13,190 13,190 13,190

経常収益計 58,455 15,137,400 23,990 0 0 43,288,947 58,508,792 11,563,122 2,819,419 72,891,333
（２）経常費用

①事業費
役員報酬 3,672,000 3,672,000 3,672,000
給料手当 10,034,802 10,034,802 10,034,802
臨時雇用賃金 3,756,930 2,590,839 6,347,769 1,825,628 8,173,397
退職給付費用 608,000 608,000 608,000
福利厚生費 1,530,120 1,530,120 371,600 1,901,720
会議費 14,700 74,484 2,860 6,200 7,550 105,794 105,794
交際費 40,653 40,653 40,653
旅費交通費 450 286,756 11,026 393,175 2,339 21,664 715,410 715,410
通信運搬費 367,445 24,871 1,210 261,611 655,137 39,318 694,455
消耗什器備品費 63,073 106,670 169,743 8,296 178,039
消耗品費 254,206 765,515 43,568 28,583 362,097 1,453,969 101,867 1,555,836
修繕費 798,523 798,523 149,722 948,245
印刷製本費 7,430 112,880 5,830 270,240 404,082 800,462 31,428 831,890
光熱水料費 11,019,858 11,019,858 900,623 11,920,481
賃借料及び使用料 864 128,224 2,000 4,064 333,303 468,455 41,521 509,976
租税公課 10,000 1,323,560 1,333,560 567,240 1,900,800
諸謝金 16,704 76,389 93,093 93,093
支払負担金 41,500 41,500 41,500
委託費 12,772,440 4,638,344 17,410,784 360,760 17,771,544
広告宣伝費 1,404,000 1,404,000 1,404,000
仕入費 0 6,775,439 6,775,439

事業費計 294,354 19,755,063 153,228 433,232 280,129 37,787,626 58,703,632 11,173,442 69,877,074

②管理費
役員報酬 408,000 408,000
給料手当 1,114,978 1,114,978
臨時雇用賃金 36,354 36,354
退職給付費用 152,000 152,000
福利厚生費 284,165 284,165
会議費 42,984 42,984
交際費 40,653 40,653
旅費交通費 5,416 5,416
通信運搬費 8,720 8,720
消耗什器備品費 3,555 3,555
消耗品費 12,069 12,069
修繕費 49,907 49,907
印刷製本費 13,469 13,469
光熱水料費 367,328 367,328
賃借料及び使用料 11,110 11,110
租税公課 72,600 72,600
支払負担金 41,500 41,500
委託費 154,611 154,611

管理費計 2,819,419 2,819,419
経常費用計 294,354 19,755,063 153,228 433,232 280,129 37,787,626 58,703,632 11,173,442 2,819,419 72,696,493
　当期経常増減額 -235,899 -4,617,663 -129,238 -433,232 -280,129 5,501,321 -194,840 389,680 0 194,840

　２．経常外増減の部
（１）経常外収益
経常外収益計 0 0
（２）経常外費用
経常外費用計 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
他会計振替額 194,840 194,840 -194,840 0
当期一般正味財産増減額 -235,899 -4,617,663 -129,238 -433,232 -280,129 5,696,161 0 194,840 0 194,840

　　一般正味財産期首残高 -460,626 -956,703 -281,313 -402,160 -950,345 1,278,353 -1,772,794 2,979,421 100,506,791 101,713,418
　　一般正味財産期末残高 -696,525 -5,574,366 -410,551 -835,392 -1,230,474 6,974,514 -1,772,794 3,174,261 100,506,791 101,908,258
Ⅱ　指定正味財産増減の部

①受取寄付金 0 0 0 0 0 1,500,000 1,500,000 0 0 1,500,000
受取寄付金 1,500,000 1,500,000 1,500,000

②特定資産運用益 20 19 0 0 0 13 52 0 0 52
特定資産受取利息 20 19 13 52 52

③一般正味財産への振替額 -58,455 0 0 0 0 0 -58,455 0 0 -58,455
一般正味財産への振替額 -58,455 -58,455 -58,455

当期指定正味財産増減額 -58,435 19 0 0 0 1,500,013 1,441,597 0 0 1,441,597
　　指定正味財産期首残高 2,333,046 2,121,247 0 0 0 0 4,454,293 0 0 4,454,293
　　指定正味財産期末残高 2,274,611 2,121,266 0 0 0 1,500,013 5,895,890 0 0 5,895,890
Ⅲ　正味財産期末残高 1,578,086 -3,453,100 -410,551 -835,392 -1,230,474 8,474,527 4,123,096 3,174,261 100,506,791 107,804,148

平成30年度正味財産増減計算書内訳表
公益財団法人 成羽町美術振興財団

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

科目
公益目的事業1

収益事業1 法人会計 合計



法人全体

 貸　借　対　照　表
 

 平成31年 3月31日現在

公益財団法人　成羽町美術振興財団

（単位：円）

科　　　　目
Ⅰ  資産の部
　１．流動資産
　　　　　現金 200,000 200,000 0
　　　　　預金 3,308,541 2,411,412 897,129
　　　　流動資産合計 3,508,541 2,611,412 897,129
　２．固定資産
　 (１) 基本財産
　　　　　定期預金 60,000,000 60,000,000 0
　　　　　譲渡性預金 40,000,000 40,000,000 0
　　　　基本財産合計 100,000,000 100,000,000 0
　 (２) 特定資産
　　　　　退職給付引当資産 2,307,556 1,547,556 760,000
　　　　　児島基金 1,501,490 1,533,030 △31,540
　　　　　渡辺基金 773,121 800,016 △26,895
　　　　　図録作製積立資産 2,121,266 2,121,247 19
　　　　　展示・教育普及事業積立資産 1,500,013 0 1,500,013
　　　　特定資産合計 8,203,446 6,001,849 2,201,597
　　　　固定資産合計 108,203,446 106,001,849 2,201,597
　　　　資産合計 111,711,987 108,613,261 3,098,726
Ⅱ  負債の部
　１．流動負債
　　　　　未払金 1,354,637 692,083 662,554
　　　　　預り金 245,646 205,911 39,735
　　　　流動負債合計 1,600,283 897,994 702,289
　２．固定負債
　　　　　退職給付引当金 2,307,556 1,547,556 760,000
　　　　固定負債合計 2,307,556 1,547,556 760,000
　　　　負債合計 3,907,839 2,445,550 1,462,289
Ⅲ  正味財産の部
　１．指定正味財産
　　　　　寄付金 5,895,890 4,454,293 1,441,597
　　　　指定正味財産合計 5,895,890 4,454,293 1,441,597
　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )
　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 5,895,890 ) ( 4,454,293 ) ( 1,441,597 )
　２．一般正味財産 101,908,258 101,713,418 194,840
　　　　　 （うち基本財産への充当額） ( 100,000,000 ) ( 100,000,000 ) ( 0 )
　　　　　 （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )
　　　　正味財産合計 107,804,148 106,167,711 1,636,437
　　　　負債及び正味財産合計 111,711,987 108,613,261 3,098,726

当年度 前年度 増　減



１．基本財産及び特定資産の明細
財務諸表に対する注記の２に記載のとおり。

２．引当金の明細
(単位：円)

科目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

退職給付引当金 1,547,556 760,000 0 2,307,556

附属明細書
公益財団法人 成羽町美術振興財団

平成31年3月31日現在



　　「公益法人会計基準」(平成20年4月11日　内閣府公益認定委員会）を適用している。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

該当なし

退職給付引当金―期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

（５）リース取引の処理方法

該当なし

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 (単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　　定期預金 60,000,000 0 0 60,000,000

　　譲渡性預金 40,000,000 0 0 40,000,000

小　計 100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産

　　退職給付引当資産 1,547,556 760,000 0 2,307,556

　　児島基金 1,533,030 14 31,554 1,501,490

　　渡辺基金 800,016 6 26,901 773,121

　　図録作製積立資産 2,121,247 19 0 2,121,266

　　展示・教育普及事業積立資産 0 1,500,013 0 1,500,013

小　計 6,001,849 2,260,052 58,455 8,203,446

106,001,849 2,260,052 58,455 108,203,446

科　　目

（４）引当金の計上基準

（６）消費税の会計処理について

消費税の会計処理は税込方式によっている。

資金の範囲は、預金、未収金、立替金、未払金及び預り金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は､下記５に記載するとおりである。

（７）資金の範囲について

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

財務諸表に対する注記

平成31年3月31日現在
公益財団法人 成羽町美術振興財団

（３）固定資産の減価償却

１　重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

該当なし

該当なし

基本財産

合　　計



　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円）

当期末残高
（うち指定正味

財産からの
充当額）

（うち一般正味
財産からの

充当額）

（うち負債に対
応する額）

　　定期預金 60,000,000 0 60,000,000 0

　　譲渡性預金 40,000,000 0 40,000,000 0

小　計 100,000,000 0 100,000,000 0

特定資産

　　退職給付引当資産 2,307,556 0 0 2,307,556

　　児島基金 1,501,490 1,501,490 0 0

　　渡辺基金 773,121 773,121 0 0

　　図録作製積立資産 2,121,266 2,121,266 0 0

　　展示・教育普及事業積立資産 1,500,013 1,500,013 0 0

小　計 8,203,446 5,895,890 0 2,307,556

108,203,446 5,895,890 100,000,000 2,307,556

４　指定正味財産からの一般正味財産への振替額の内訳は次のとおりである。

金額

経常収益への振替額

　　　児島基金の振替 31,554

26,901

58,455

５　次期繰越収支差額の内容

　　次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

合　　計

３　基本財産及び特定資産の財源などの内訳

科　　目

基本財産

科　　目 前期末残高 当期末残高

内　　　　容

合　　　計

200,000

　　　渡辺基金の振替

2,411,412 3,308,541

3,508,5412,611,412

現金

預金

合計(A）

200,000

692,083

205,911

897,994

1,713,418

預り金 245,646

未払金

1,600,283合計（B）

次期繰越収支差額 1,908,258

1,354,637



（単位：円）

場所・物品など 使用目的等 金額
（流動資産） 現金預金

　現金 手元保管 運転資金として 200,000
　普通預金 備北信用金庫成羽支店

0084249
運転資金として

3,308,541
〈現金預金計〉 3,508,541

流動資産合計 3,508,541
（固定資産）
基本財産 定期預金 備北信用金庫成羽支店

002-0127515-0436476
002-0127515-0477026
002-0127515-0510769

管理目的の財源

60,000,000
譲渡性預金 トマト銀行成羽支店

1000171
管理目的の財源

20,000,000
中国銀行成羽支店
196 2,500,536-002

管理目的の財源

20,000,000
〈基本財産合計〉 100,000,000

特定資産 〈定期預金〉
退職給付引当資産 備北信用金庫成羽支店

0363433
職員に対する退職金の支払いに備えて、積
み立てている。 2,307,556

〈普通預金〉
児島基金 備北農業協同組合成羽支店

3816408
児島虎次郎を偲ぶ絵画展の褒賞の財源と
する。 1,501,490

〈普通預金〉
渡辺基金 備北信用金庫成羽支店

0128873
児島虎次郎を偲ぶ絵画展の褒賞の財源と
する。 773,121

〈普通預金〉
図録作製積立資産 備北信用金庫成羽支店

0128881
収蔵品図録作製に対する寄付金として管
理 2,121,266

〈普通預金〉
展示・教育普及事
業積立資産

中国銀行成羽支店
1210155

新築開館25周年・児島虎次郎没後90年記念の
展示・教育普及事業に対する寄付金として管理 1,500,013

〈特定資産計〉 8,203,446
108,203,446
111,711,987

（流動負債） 未払金 臨時職員・サポートスタッフ 3月分賃金 470,883
常務理事・職員 3月分出張旅費 47,390
高梁郵便局 3月分送料 91,035
大東建設㈱ 防火扉修繕費 104,760
アート印刷㈱ 封筒増刷費 60,480
㈱日立ビルシステム 3月分昇降機保守料 54,000
縄手商事㈱ 3月分合併浄化槽管理費 163,953
セコム㈱ 3月分警備委託料 54,000
㈱環境テクノ 消防機器点検料 97,200
㈱岡山エレテック倉敷営業所 LAN配線工事 108,000
その他 公益目的、収益事業及び管理目的の業務

に使用する小口費用 102,936
〈未払金計〉 1,354,637

預り金 職員 社会保険料 120,046
雇用保険料 27,844
源泉所得税 63,656
住民税 34,100

〈預り金計〉 245,646
1,600,283

（固定負債） 退職給付引当金 職員分 職員の退職給付金の引当金 2,307,556
2,307,556
3,907,839

　　正　味　財　産 107,804,148

固定負債合計
　　負　債　合　計

貸借対照表科目

財産目録

平成31年3月31日現在

固定資産合計

流動負債合計

　　資　産　合　計

公益財団法人 成羽町美術振興財団




